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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接着剤又は類似の付着剤を用いて相互に自由な表面領域を提供するそのパーチクル構造
の保持下に結合されている、木材チップ、木材削片、木粉及び／又は木材ウールの形の相
互に付着している木材パーチクルの一つの平らな層よりなる、細菌を吸着し、かつ殺滅す
るための層であって、層の木材パーチクルは、松科の木材から形成されており、かつ層の
木材パーチクルは、湿潤剤及び／又は脂肪溶剤で含浸されている、細菌を吸着し、かつ殺
滅するための層。
【請求項２】
　前記層が、平らな担持材からなる担持層を含有する、請求項１に記載の層。
【請求項３】
　木材パーチクルが、マツ及び／又はカラマツの木材から形成されている、請求項１又は
２に記載の層。
【請求項４】
　木材パーチクルの水分含量は繊維飽和範囲以下である、請求項１から３までのいずれか
１項に記載の層。
【請求項５】
　木材パーチクルの水分含量が０％又はその付近である、請求項４に記載の層。
【請求項６】
　前記層が平らな担持材からなる担持層を有している場合には、平らな担持材は、生物学



(2) JP 4603690 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

的に分解可能なプラスチックシート、紙、厚紙又はボール紙からなる平面帯状物から形成
されている、請求項２から５までのいずれか１項に記載の層。
【請求項７】
　平面帯状物は少なくとも片側に１つの熱可塑性プラスチック層を有する、請求項６に記
載の層。
【請求項８】
　前記層が平らな担持材からなる担持層を有している場合には、木材パーチクル層用の担
持材は、ガス透過性を有する平らな材料から形成されている、請求項２から７までのいず
れか１項に記載の層。
【請求項９】
　木材パーチクルの層は、上側がガス透過性を有するカバー層により被覆されている、請
求項１から８までのいずれか１項に記載の層。
【請求項１０】
　カバー層はフリースから成っている、請求項９に記載の層。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、一般に、日用品分野で衛生的条件を提供するための消毒又は滅菌に関する。
【０００２】
物質又は物体又は建築設備の消毒又は滅菌のために、菌不含の達成のために物理現象、例
えば超音波、殊に熱ガスの形の熱又は照射線、例えば紫外線又はマイクロ波を使用する消
毒－又は滅菌法及び－装置は公知である。消毒又は滅菌のために、主として液体又はガス
状の化学物質も広く使用されている。これら公知の方法は、主として、高価な装置経費を
必要とし、これがそれらの一般的な経済的使用を制限しており、この際、化学的方法は一
般にその使用物質により更に環境的負荷をもたらす。
【０００３】
本発明は、第一に、衛生的条件の提供のために、その使用時に高い経済性で、かつ環境負
荷を避けて抗菌作用を発揮するような手段を用いることを課題としている。
【０００４】
この課題は、本発明により、接着剤又は類似の付着剤を用いて相互にそのパーチクル構造
（Partikularstruktur)の保持下に結合して積層品（Laminate）になっている、ゆるく相
互に付着している木材パーチクル（Holzpartikel）の平らな層の使用により解決される。
【０００５】
実験は、木材チップ、－削片、－粉及び／又は－ウールの形で存在しうる木材パーチクル
から抗菌作用が由来することを示している。この場合に、細菌、例えばＥ．コリーは物理
的な力により木材孔中に固着保持されることが判明した。この多孔性で吸湿性の木材は、
細菌からその生存プロセス及び増殖のために必要である水分を奪う。この場合に、水活性
の低下により微生物の殺滅が行われる。木材パーチクルの自由表面積範囲を提供する本発
明による積層品のパーチクル構造は、細菌の吸着を著しく可能とする。
【０００６】
実験では、木材パーチクル上の微生物の濃度に応じて、既に数時間後に木材パーチクルに
より吸着された細菌（これは実際に分離不可能に木材と結合している）の完全な殺滅が立
証できた。この場合に、木材内容物、例えばポリフェノールには、細菌の殺滅の際の支援
作用がある。
【０００７】
細菌の生存は実質的にかつ直接的に、木材パーチクル中での放出提供可能な水の存在と結
びついているので、木材パーチクルの水分含量を約７.５％の繊維飽和範囲（Fasersaetti
gungsbereichs)以下に、かつ、できるならば０％又はその付近に、即ち人為的乾燥状態に
保持することが推奨される。このことは、高い細菌滴定値（Bakterientiter)が木材パー
チクルにより吸着され、短時間内に殺滅されうることの必要条件を提供する。
【０００８】
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この経過は、積層品を得るための本発明の更なる実施態様で湿潤剤（界面活性剤）及び／
又は脂肪溶剤で含浸されている様な木材パーチクルを使用することにより、好適に影響さ
れ、かつ促進することができる。溶液中の湿潤剤又は界面活性剤により、水又は他の液体
の表面張力又は界面張力は低下されて、これら液体は木材パーチクルの表面中に浸入し、
これを空気の排除下に浸透し、湿潤させることができる。これにより木材パーチクルに結
合した表面活性物質は、通常は懸濁液中の細菌を含有する液体との接触による細菌汚染の
際に、それ自体が界面－又は表面張力低下性物質に基づく細菌の細胞膜の破壊による殺細
菌作用を有する。場合により付加的に存在する脂肪溶剤によりこの作用は支援される。好
適な湿潤剤又は界面活性剤及び場合による脂肪溶剤としては、例えば洗剤、すすぎ剤及び
清浄剤中で使用され、当業者にとっては基本的に公知であるような物質がこれに該当し、
この際、生物学的に良好に分解可能な物質、例えば界面活性剤としてのアルキルポリグル
コシドが有利である。
【０００９】
種々の木材（針葉樹、広葉樹）のパーチクルを用いて実施された実験では、全ての試験木
材上で菌数減少が観察できたことが明らかである。この場合に、松科の代表が最良の抗菌
特性を示し、この際、特にマツ－及びカラマツパーチクル上の試験生物の滴定値（Titer
）が最も迅速に減少した。従って、木材パーチクルの出発物質として、松科の、殊にマツ
及びカラマツからの木材を使用することが推奨される。
【００１０】
本発明により使用すべき積層品は、その最も簡単な実施形では、付着剤により相互に結合
された木材パーチクルの単一の層から成っていてよい。しかしながら、付着剤で相互に結
合されている木材パーチクルの１以上の単一層は、場合によっては種々の木材パーチクル
構造と共に、このような木材パーチクル基底層上に沈着され、これと又は相互に付着剤に
より結合されていてもよい。
【００１１】
しかしながら、本発明の更なる態様では、積層品が、平らな担持材から成る担持層を包含
していてよい。
【００１２】
本発明により使用されるべき積層品の平らな担持材としては、プラスチックシート、殊に
生物学的に分解可能なプラスチックシート、紙、厚紙又はボール紙からの平面帯状品が好
適であり、これらは、使用の場合に応じて少なくとも片側に熱可塑性プラスチック層を有
するかまたは包含していてよい。このような積層品は、壁紙、カーテン又はカーペットの
形式で、カバー又は被覆製品として閉じられた空間内で、衛生的条件の保持のために使用
することができる。殊に病院及び療養所内の居住－及び処置空間がこれに該当する。しか
しながら、動物飼育及び動物移送の家畜小屋も、床又は壁の被覆としてのこのような帯状
抗菌積層品の有利な使用分野である。もはや使用不可能である、例えば損傷された使用済
み積層品帯状材料の廃棄処理は問題なく、殊に適正な経費で可能である。
【００１３】
本発明の更なる態様で、木材パーチクルの層の上側が良好なガス透過性を有するカバー層
、例えばフリース又は穿孔されたシートで被われている場合には、衛生品、例えばおむつ
及びちり紙又は包帯材料の製造のための出発物質としてこのような３層積層品の付加的な
使用可能性が明らかである。フリース材料としては、慣用のフリース物質、例えばプラス
チック繊維（ポリプロピレン、ポリエステル）又は有利にビスコースがこれに該当する。
【００１４】
カバー層がヒートシール可能な材料から成っている場合には、本発明のもう一つの特徴か
ら明らかなように、担持層を有するこのカバー層を、平面帯状品又は平面帯状裁断片とし
ての形態で熱可塑性プラスチック側で、ぐるりと木材パーチクル層を取り囲んでヒートシ
ールすることができる。これにより、例えばおむつ又はちり紙としてのこの積層品の使用
の際に、皮膚とこの木材パーチクルとの直接接触をさける。
【００１５】
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しかしながら、良好なガス透過性を有する平らな材料、例えばフリースを木材パーチクル
層の沈殿又は支持のための平らな担持材として使用することもできる。
【００１６】
この積層品は、紙、パルプ又は類似材料からの外鞘（Aussenhuelle)中の交換可能な封入
物として使用することもできる。これにより、必要な場合に、封入物又は外鞘の交換が可
能である。
【００１７】
更に、本発明は、本発明の請求項１５によれば、接着剤又は類似の付着剤を用いてそのパ
ーチクル構造の保持下に相互に結合されている、ゆるく相互に付着している木材パーチク
ルの平らな１層から成る、細菌の吸着及び殺滅のための積層品（Laminat）を包含する。
ここで、請求項１６から２７に記載の積層品の実施態様がこれに関連している。
【００１８】
最後に、本発明は、請求項１５に記載の積層品の製法に関し、これは、引き剥がし可能な
基底層上に平らに木材パーチクル及び粉末状熱可塑性プラスチックの混合物の１層を広げ
、加熱により接着剤粉末を接着可能な木材パーチクルを結合する状態に変じ、このプラス
チックの硬化の後に、基底層を引き剥がすことよりなる。ここで、この基底層は、木材パ
ーチクル層に向いているその上側が、この基底層と木材パーチクル層との緊密な結合を避
けるような、例えばパラフィン様の表面特性を有する種類の分離シートから構成されてい
てよい。
【００１９】
木材パーチクル及び熱可塑性プラスチックの混合物のこの基本層の上に、その硬化の後に
、少なくともなお１層の粉末状熱可塑性プラスチックを施与し、これを加熱により接着可
能な状態に変じ、かつその上に接着剤と結合するための木材パーチクルの１層を施こすこ
とができる。こうして、複数の木材パーチクル層からなる木材パーチクル積層品を形成す
ることができる。
【００２０】
請求項１５及び１６に記載の本発明による積層品の製造法は、担持材としての平面帯状物
の上に粉末状熱可塑性接着剤を撒布し、引き続き加熱によりこのプラスチック粉末を接着
可能な状態に変じ、次いで１層の木材パーチクルをこの接着可能な接着剤上に撒布し、引
き続きこの帯状物を接着剤の硬化の後にストックロール上に巻きつける。この場合に、木
材パーチクル層上に、少なくとももう一つの層のプラスチック粉末（これは加熱により接
着可能にされる）を、かつその上に１つの木材パーチクル層を、場合により、例えばロー
ラ対の間での平面上帯状物への軽い押しつけ下に塗布することができる。
【００２１】
この製法には、良好なガス透過性を有する上側カバー層の施与も包含することができ、こ
こでは、相応する材料帯状物をストックローラから巻き戻し、この、または最後に塗布さ
れた木材パーチクル層の上に、例えばローラ対の間での軽い押しつけ下に施与し、縁部側
でこれと結合させる。
【００２２】
この最後の手段は、請求項１５及び１６による積層品を製造するための変法の場合にも使
用可能であり、これは、担持材としての、少なくとも片側に熱可塑性プラスチック層を有
する平面帯状物から出発し、この際、熱可塑性プラスチック層はその上面で加熱により接
着可能にされ、かつその上に木材パーチクル層及び場合によっては外部カバー層が施与さ
れる。この方法で木材パーチクル層及び場合によりカバー層で被覆された平面帯状物も、
熱可塑性プラスチックの再硬化の後に、移送に好適な形でその使用場所に運ぶことができ
るように、ストックローラ上に巻きつけられる。
【００２３】
抗菌性積層体の製造のための本発明の方法は、相応する配量及び接着剤又は付着剤として
使用される熱可塑性接着物質（ホットメルト）のその接着可能な状態にすることにより、
木材パーチクル相互の及び担持材との比較可能なゆるい相互の結合に作用し、これにより
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、木材パーチクルのパーチクル構造は、細菌の吸着のための木材パーチクルの自由表面領
域を保持して残す。この同じ目的で、少なくとも片側でプラスチック被覆された平面帯状
物を担持材として用いて作業する方法が使用され、ここでは、熱により軟化されたプラス
チック層が付着剤として作用し、ゆるく撒布された木材パーチクルの１層が結合する。
【００２４】
その抗菌作用を発揮するためには、本発明によるこの積層品は、有利に、相応する木材パ
ーチクル用の接着剤又は付着剤の主剤をなすことのできる天然物質からのその組成に基づ
く同時に良好な環境認容性で、全く装置的支援を必要とせず、なおエネルギー供給を必要
としない。



(6) JP 4603690 B2 2010.12.22

10

フロントページの続き

(72)発明者  ハインリッヒ　ヴィルムス
            ドイツ連邦共和国　メレ　バルケンカムプスヴェーク　２１

    審査官  木村　隆一

(56)参考文献  実開平０５－０２６３０８（ＪＰ，Ｕ）
              特開平０９－２５４１０２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－２１６２０８（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－３０９６１２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－２３８６０８（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－０９１６１４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B27N   1/00-9/00
              A61L   2/00-2/26
              B32B  21/00-21/14


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

